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NHK大河ドラマ『花燃ゆ』
・幕末から明治維新へ

・楫取素彦ゆかりの地
◎ イベント「楫取素彦と文が愛した絹の国、前橋まつり」「前橋剣聖サミット」
◎ 納入事例紹介  株式会社 日本キャンパック 様

◎ お客様紹介  メイクエアロビクスクラブ 様

◎ 訪ねてみたい注目スポット「大船渡津波伝承館」
◎ 名瀑探訪  乙女の滝

遊歩道：駐車場から約30メートル階段を下りると観瀑台があり、
さらに30メートルほど下りると滝壷まで行くことができます。

秋 号
２０１5 

秋 号（第26号）２０１5 

乙女の滝は、幅約5m、落差10数mで、那須高原に点在する観光名所の一つで

す。豪快さには欠けるものの、乙女のように優美で、しとやかさが感じられま

す。名前の由来としては、盲目の美しい女性が滝の上に現れたとする説、やさし

く流れる様が乙女の髪のように見える、その乙女の足は魚の形をしている人魚

だった、滝壺に若い人魚が現れた、など、いずれもロマンチックな伝説です。季

節や水量によってその表情を変化させ、清らかな水と空気に包まれ、心も体も

リフレッシュできる癒しの

スポットです。近くには板

室温泉があります。川の水

は下流で那珂川に合流し、

飲料水に供されています。

浅間連峰の西側に位置する湯の丸山と烏帽子岳〔長野県〕 
中央の奥は四阿山（群馬県と長野県の県境） 撮影：大谷隆司さん

東
北
自
動
車
道

東
北
新
幹
線

所在地：〒325-0111 栃木県那須塩原市板室703
駐車場：「乙女の滝休憩所（平成23年春から休業中）」前の
　　　  駐車場をご利用ください。
　　　  普通車約20台（無料）

あずまやさん

（栃木県那須塩原市）

OTOM E
NO
TA K I

乙
女
の
滝

那須

名瀑探訪

那珂川
369
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乙女の滝

那須町

那須サファリパーク

那須ワールド
モンキーパーク
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高杉晋作の像 （下関の東行庵）
晋作の遺骸は東行庵（下関市吉田）に葬られ、
晋作の愛人・おうの（出家して梅処尼と改名）
が庵を結び菩提を弔った。

香山公園と瑠璃光寺五重塔（国宝） 山口市香山町
公園内には、国宝に指定されている瑠璃光寺五重塔ほか、露山堂、枕流亭などの史跡があり、
大内弘世の銅像や雪舟の胸像、牧水歌碑がある。

毛利敬親 （山口県立博物館蔵）
長州藩の第13代藩主。幕末に有能な家
臣を階級や年齢にとらわれず登用し、
幕末の雄藩に引き上げ、明治維新の実
現に大きく貢献した人物。

前
原
一
誠
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）

松
陰
門
下
生
と
し
て
高
杉
晋
作
ら
と
倒
幕
活
動
で
活
躍
す
る

が
、明
治
維
新
後
は
新
政
府
の
徴
兵
制
政
策
に
不
満
を
持
ち
萩

の
乱
を
主
導
し
た
。

徳
川
慶
喜
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）

鳥
羽・伏
見
の
戦
い
で
は
、勝
敗
が
定
ま
ら
な
い
う
ち

に
船
で
退
却
し
た
が
、そ
の
動
機
は
謎
に
包
ま
れ
て
い

る
。こ
の
退
却
で
幕
府
軍
は
戦
意
を
喪
失
し
た
。

とうぎょうあん

ま
え
ば
ら
い
っ
せ
い

大政奉還と戊辰戦争

　
幕
府
は
元
治
元
年（
一
八
六
四
）の
長
州
征

伐
に
続
き
、慶
応
二
年（
一
八
六
六
）六
月
に
は

第
二
次
長
州
征
伐
で
再
び
長
州
を
攻
撃
す
る
。

こ
の
攻
撃
に
対
し
て
長
州
藩
は
、高
杉
晋
作
が

海
戦
で
幕
府
艦
隊
に
打
撃
を
与
え
た
。こ
の
海

戦
で
は
、坂
本
龍
馬
が
長
州
藩
を
支
援
し
、砲

撃
船
に
加
わ
っ
た
。ま
た
、長
州
藩
は
軍
制
改

革
で
近
代
的
な
軍
隊
と
洋
式
銃
を
装
備
し
て

お
り
、旧
式
の
軍
備
し
か
持
た
な
い
小
倉
藩
を

圧
倒
し
、小
倉
城
を
攻
め
落
と
し
た
。幕
府
軍

は
長
州
征
伐
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、幕
府

の
威
光
を
大
き
く
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
次
長
州
征
伐
の
失
敗
は
、薩
摩
藩
が
協
力

し
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
。

薩
摩
藩
は
同
年
一
月
に
、坂
本
龍
馬
の
仲
介
で

薩
長
同
盟
を
結
ん
で
お
り
、藩
論
は
倒
幕
に
傾

い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
次
長
州
征
伐
の
間
に
は
、長
州
藩
、幕

府
軍
と
も
に
状
況
の
変
化
に
翻
弄
さ
れ
た
。長

州
藩
で
は
、前
線
で
戦
っ
て
い
た
高
杉
晋
作
が

結
核
の
悪
化
に
よ
っ
て
病
床
に
伏
し
、士
気
に

影
響
し
た
。一
方
の
幕
府
軍
は
、同
年
七
月
に

第
十
四
代
将
軍
徳
川
家
茂
が
急
死
、幕
府
軍
は

大
将
を
失
い
戦
意
が
急
速
に
衰
え
、同
年
八
月

に
第
二
次
長
州
征
伐
は
休
戦
と
な
っ
た
。高
杉

晋
作
は
慶
応
三
年（
一
八
六
七
）四
月
、明
治
維

新
を
目
前
に
病
死
す
る
。

　
第
二
次
長
州
征
伐
の
休
止
後
の
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）十
二
月
に
、攘
夷
派
の
孝
明
天
皇

が
崩
御
し
た
。徳
川
慶
喜
は
朝
廷
を
説
得
し
、

外
国
か
ら
要
求
さ
れ
て
い
た
兵
庫
港
の
開
港

に
踏
み
切
っ
た
。慶
喜
の
政
治
手
腕
は
、幕
府

を
政
権
か
ら
切
り
離
そ
う
と
画
策
し
て
い
た

薩
摩
・
長
州
藩
の
脅
威
と
な
り
、両
藩
は
朝
廷

か
ら
倒
幕
の
勅
許
を
得
よ
う
と
策
動
す
る
。混

迷
す
る
政
局
の
中
、土
佐
藩
主
の
山
内
容
堂
は

坂
本
龍
馬
か
ら
示
さ
れ
た
大
政
奉
還
の
案
を

幕
府
に
建
白
、慶
喜
は
慶
応
三
年（
一
八
六
七
）

十
月
十
四
日
に
こ
の
実
行
を
表
明
す
る
と
と

も
に
、朝
廷
か
ら
も
許
可
を
得
た
。大
政
奉
還

が
上
奏
さ
れ
た
同
じ
日
に
、薩
長
は
倒
幕
の
密

勅
を
得
て
い
た
。倒
幕
派
は
徳
川
の
復
権
を
恐

れ
、同
年
十
二
月
九
日
、朝
廷
に
働
き
か
け
て

王
政
復
古
の
大
号
令
を
発
布
し
明
治
新
政
府

を
宣
言
、慶
喜
を
政
権
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
に

成
功
し
た
。

薩
長
に
よ
る
倒
幕
と

　
　

明
治
新
政
府
の
樹
立

　
徳
川
慶
喜
は
、薩
長
な
ど
が
樹
立
し
た
明
治

新
政
府
に
抵
抗
せ
ず
、新
政
府
に
は
慶
喜
を
加

え
た
諸
侯
会
議
に
よ
っ
て
運
営
す
る
べ
き
と

す
る
勢
力
の
後
押
し
が
あ
り
、慶
喜
へ
の
支
持

は
し
だ
い
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
た
。薩
摩
藩

は
、こ
う
し
た
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、武
力

行
使
に
よ
る
旧
幕
府
勢
力
の
一
掃
を
決
意
、武

力
衝
突
が
日
本
各
地
で
勃
発
す
る
戊
辰
戦
争

に
突
入
し
た
。新
政
府
軍
は
旧
幕
府
軍
に
勝
利

し
、新
政
府
は
国
家
体
制
を
固
め
て
い
く
。

　
明
治
政
府
は
、武
士
の
特
権
を
奪
う
政
策
を

次
々
と
打
ち
出
し
た
。四
民
平
等
政
策
で
武
士

の
特
権
を
奪
わ
れ
、廃
刀
令
で
は
帯
刀
が
禁
じ

ら
れ
た
た
め
武
士
の
誇
り
を
失
い
、秩
禄
処
分

で
は
、藩
か
ら
得
て
い
た
俸
禄
を
削
ら
れ
、生

活
が
困
窮
し
た
。新
国
家
の
仕
事
に
携
わ
る
こ

と
の
で
き
な
い
士
族
は
、そ
の
不
満
が
徐
々
に

高
ま
り
、政
策
の
対
立
で
下
野
し
た
西
郷
隆
盛

を
首
謀
者
と
す
る
西
南
戦
争
を
は
じ
め
、明
治

九
年（
一
八
七
六
）頃
は
い
わ
ゆ
る
不
平
士
族

の
乱
が
頻
発
し
て
い
た
。

　
吉
田
松
陰
の
門
下
生
で
、維
新
後
は
政
府
の

要
職
に
就
い
て
い
た
前
原
一
誠
は
、明
治
九
年

（
一
八
七
六
）十
月
、萩
の
不
平
士
族
を
率
い
て

挙
兵
す
る
。こ
の
萩
の
乱
に
、文（
美
和
子
）の

甥
・
吉
田
小
太
郎（
杉
梅
太
郎
の
長
男
で
、吉
田

家
を
相
続
）が
参
戦
し
、小
太
郎
は
敵
の
弾
が

あ
た
り
十
九
歳
で
戦
死
し
た
。前
原
の
一
党
は

数
日
で
政
府
の
鎮
圧
軍
に
敗
れ
、前
原
は
斬
首

刑
に
処
せ
ら
れ
た
。ま
た
、武
士
の
誇
り
を
大

切
に
し
て
い
た
松
陰
と
文
の
叔
父
・
玉
木
文
之

進
は
、萩
の
乱
で
弟
子
が
参
戦
し
た
こ
と
の
責

任
を
と
り
、先
祖
の
墓
前
で
切
腹
し
た
。長
州

藩
内
で
も
、政
治
家
や
軍
人
と
し
て
栄
達
を
遂

げ
た
士
族
は
ご
く
一
握
り
に
す
ぎ
ず
、文
の
一

族
に
も
、萩
の
乱
は
暗
い
影
を
落
と
し
た
。

不
平
士
族
の
反
乱
と

　
　
　
　
　
　
文
の
家
族

幕末から明治維新へ

玉木文之進 （玉木文之進旧宅の展示より）
吉田松陰の叔父で、松陰の幼少期に厳
しく指導した。親戚の乃木希典も玉木の
教育を受けている。

戊辰戦争に参戦した薩摩藩士 （出典: 「日本最後の侍たち」）  
薩摩藩など新政府軍はグラバー商会等の武器商人から近代兵器を調達、戦局を有利に進めた。

2015年のNHK大河ドラマ「花燃ゆ」の主人公は、吉田松陰の妹・文。幕末から明治にかけての動

乱期に、吉田松陰の高弟だった久坂玄瑞と盟友の楫取素彦の妻となり、奇しくも歴史の渦中に身

を置くこととなる。歴史上の人物を陰から支え、時代の変遷を見届けた女性の生涯を描いている。

吉田松陰の妹 文NHK大河ドラマ
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生糸改所跡　
生糸の品質をチェックする施設で、明治11年（1878）
に完成したものの、５年後の大火で焼失した。

日本初の機械製糸場跡の碑　前橋藩
は明治3年（1870）にスイス人の技師を
招き、洋式製糸機械を導入、この地に 製
糸工場「前橋製糸所」を設立した。 動力
には 広瀬川の水力が利用された。 この
工場は小規模ではあったが，「官営富岡
製糸場」の設立の2年前のことであり， 
日本に於ける最初の洋式機械製糸工場
とされている。前橋は 水が豊富で繭の
調達が容易であったことから，数多くの
製糸場が造られ，前橋の繁栄を築いた。 

旧勝山社煉瓦蔵　
製糸業・織物業で栄えた勝山社の倉庫として明治36年(1903)に
建造され、主に生糸の保管倉庫として利用された。生糸の町として
栄えた前橋市の面影を残す貴重なレンガ造の建造物。

厩橋招魂祠記碑
 （東照宮内）　
明治10年（1877）に発生した西南戦争で亡くなった人々を弔うため、
明治12年に建立された。碑文は楫取素彦県令によるもの。前橋東照宮
の境内にある。

群馬会館　
昭和5年（1930）に昭和天皇の即位を記念して建設された
県内最初の公会堂。昭和初期に盛んだったルネサンス様式
を採り入れた建築物。国の有形登録文化財。

清光寺　
浄土真宗本願寺派の寺院。楫取寿は母滝の影響を受け熱
心な真宗の信者で、群馬でも真宗の布教を望み、明治13年
（1880）に寿の願いが叶い真宗の出張所（後の清光寺）が
設けられた。

前橋城址の碑 （群馬県庁内）　
江戸時代の前橋城は、明和４年（1767）に利根川の浸食で城郭が崩壊しか
け、藩主の松平氏は前橋城を放棄し、川越城に移る。前橋城一帯は川越藩の
分領として幕末を迎える。前橋は生糸の輸出により領民の財力が豊かにな
り、文久３年（1863）に前橋城の再建築がはじまり、慶応３年（1867）3月に
再生前橋城が竣工した。明治14年（1881）に群馬県庁は高崎から前橋に移
され、本丸御殿は庁舎として使用された。

「花燃ゆ」 歴史を訪ねて前 橋

中央前橋駅

JR両毛線

臨江閣

東照宮
前群馬県令
楫取君功徳之碑

群
馬
県
庁

初代市長
下村善太郎銅像

旧勝山社
煉瓦蔵（箸蔵）

前橋生糸
改所跡碑

萩原朔太郎像

日本初の
器械製糸場の碑

群馬会館（群馬県衛生所跡）

萩原朔太郎
生家跡碑

前橋公園

龍海院

清光寺

前橋市役所

広瀬川美術館

前橋文学館

旧安田銀行担保倉庫

前橋本町
郵便局

中央イベント広場

前橋プラザ
元気21

前橋駅

下村善太郎初代前橋市長の像　
下村善太郎は生糸商で成功し、幕末には前橋城再築で多額の
寄付をし、明治維新後は県庁誘致活動の先頭に立ち、県庁舎の
整備や臨江閣の建設で私財を投じて前橋の発展に貢献した。

前群馬県令楫取君功徳碑　
楫取素彦群馬県令の功徳をたたえた石碑。初代前橋市長の下村善
太郎らが発起人となり、明治25年（1892）に完成、楫取素彦を招
き建碑式を行っている。
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明
治
維
新
後
、文
と
松
陰
の
家
族
の
中
か
ら

は
、萩
の
乱
で
命
を
落
と
す
者
も
い
れ
ば
、官

途
に
就
き
、活
躍
し
た
人
物
も
い
る
。楫
取
素

彦
群
馬
県
令
は
そ
の
代
表
格
で
、明
治
元
年

（
一
八
六
八
）の
四
十
歳
の
時
に
は
、新
政
府
の

徴
士
・
参
与
に
任
用
さ
れ
て
い
る
。そ
の
後
は

一
度
退
官
し
、長
州
で
過
ご
し
た
が
、同
五
年

に
は
足
柄
県
参
事
と
な
り
、同
七
年
七
月
に
群

馬
県
と
入
間
県（
埼
玉
県
）が
合
併
し
て
で
き

た
熊
谷
県
の
初
代
権
令（
知
事
）と
な
り
、同
九

年
四
月
に
熊
谷
県
令（
知
事
）、そ
し
て
八
月
に

熊
谷
県
が
群
馬
県
と
埼
玉
県
に
分
割
さ
れ
た

際
に
、初
代
群
馬
県
令
と
な
っ
た
。特
に
教
育

と
産
業
の
振
興
に
尽
力
し
、群
馬
県
の
礎
を

作
っ
た
名
県
令
と
し
て
慕
わ
れ
て
い
る
。

前橋  花燃ゆ  歴史を訪ねて

楫取素彦と前橋楫取素彦と前橋
群馬県を治めた楫取県令群馬県を治めた楫取県令

０４０４



富岡製糸場のフランス式繰糸器実演　
富岡製糸場は平成26年に世界文化遺産に登録されたの
ち、国宝に指定された。住所：富岡市富岡1-1

群馬県衛生所併設医学校
明治11年（1878）、群馬県衛生所併設医
学校として前橋に建設された洋風建築。
楫取素彦群馬県令が重視した、保健衛
生・教育行政の推進を図るための施設
だった。国の重要文化財。住所：桐生市相
生町2丁目

つつじが岡公園　
明治維新後、つつじが岡公園は一時民間に払い下げられ荒廃してしまったが、明治13
年、民情視察でつつじ が岡を訪れた楫取素彦群馬県令は、荒廃したツツジ園の復興
を決意する。以降、地元の努力もあって復興は進み、明治18年に復興開園式が行われ
た。現在ではツツジの名園として全国的に知られている。住所：館林市花山町3278

　
明
治
十
三
年（
一
八
八
〇
）、経
営
が
芳
し
く
な

い
富
岡
製
糸
場
は
政
府
の
方
針
で
閉
場
が
決
定

さ
れ
た
が
、楫
取
素
彦
群
馬
県
令
は
、絹
産
業
の
発

展
の
た
め
に
製
糸
場
は
不
可
欠
と
請
願
し
、閉
場

の
危
機
か
ら
救
っ
た
。群
馬
県
内
各
地
に
は
、楫
取

県
令
が
保
護
、整
備
し
た
文
化
財
や
公
園
が
あ
り
、

現
代
に
も
そ
の
価
値
は
継
続
さ
れ
て
い
る
。

多胡碑　
多胡碑は、和銅4年（711）に多胡郡（現在の
吉井町と山名町を中心とする地域）が設置
されたことを記念して建てられた石碑で、日
本三古碑と呼ばれている。また、同じ古代の
多胡郡域にある山上碑（天武天皇10年・
681年）と金井沢碑（神亀３年・726年）とあ
わせて上野三碑と称され、楫取県令はその
保護に尽力した。 国指定の特別史跡。住所：
高崎市吉井町池1085

元
治
元
年〔
一
八
六
四
〕

3・27 

水
戸
藩
士
に
よ
る
天
狗
党
が
筑
波
山
で
挙
兵
。（
天
狗
党
の
乱
）

6・5 

新
撰
組
が
京
の
池
田
屋
を
襲
撃
し
宮
部
鼎
蔵
、吉
田
稔
麿
ら
を
斬
殺
。（
池
田
屋
事
件
）

7・11 

佐
久
間
象
山
、京
都
で
暗
殺
さ
れ
る
。

7・19 

長
州
藩
が
京
へ
乱
入
し
、御
所
諸
門
を
襲
撃
。

会
津・薩
摩
両
藩
兵
な
ど
の
幕
末
軍
に
敗
れ
、久
坂
玄
瑞
ら
が
、自
刃
。（
禁
門
の
変
）

7・24 

幕
府
、勅
命
に
よ
り
長
州
藩
征
討
の
出
兵
を
命
じ
る
。（
第
一
次
長
州
征
伐
）

8・5 

英・仏・米・蘭
の
四
国
艦
隊
が
下
関
を
砲
撃
。

8・8 

高
杉
晋
作
が
使
者
と
な
り
、長
州
藩
と
四
国
艦
隊
が
講
和
。

11・11 

長
州
藩
が
幕
府
に
恭
順
し
、禁
門
の
変
を
指
揮
し
た
三
人
の
家
老
が
切
腹
。

12・15 

高
杉
晋
作
が
下
関
で
ク
ー
デ
タ
ー
の
兵
を
起
こ
す
。

12・16 

高
杉
晋
作
ら
下
関
新
地
会
所
を
襲
撃
。

慶
応
元
年〔
一
八
六
五
〕

1・2 

高
杉
晋
作
ら
、再
び
下
関
新
地
会
所
を
襲
い
、こ
れ
を
占
拠
。

1・15 

幕
府・長
州
藩
主・毛
利
敬
親
父
子
の
恭
順
に
よ
り
出
兵
を
中
止
。

3・15 

高
杉
晋
作
、藩
の
実
権
を
掌
握
。長
州
藩
、諸
隊
の
再
編
成
を
実
施
。

3・17 

長
州
藩
、藩
論
を
武
備
恭
順
と
決
定
す
る
。

7・21 

長
州
藩
、新
式
銃
砲
を
購
入
。

9・21 

朝
廷
、長
州
藩
再
征
の
勅
許
を
幕
府
に
下
す
。

10・5 

天
皇
、各
国
と
の
通
商
条
約
勅
許
、兵
庫
開
港
不
許
可
の
勅
書
を
下
す
。

慶
応
２
年〔
一
八
六
六
〕

1・21 

坂
本
竜
馬
の
斡
旋
に
よ
り
京
都
薩
摩
藩
邸
で
薩
長
同
盟
が
成
立
。

4・4 

長
州
藩
の
第
二
奇
兵
隊
が
叛
乱
。備
中
倉
敷
代
官
所
を
襲
撃
。

4・14 

薩
摩
藩
、長
州
征
討
の
非
を
論
じ
同
藩
の
出
兵
を
拒
絶
。

6・7 

幕
府
軍
艦
、長
州
藩
領
の
周
防
大
島
を
砲
撃
。（
第
二
次
長
州
征
伐
）

7・20 

14
代
徳
川
家
茂
、急
死
。

8・21 

孝
明
天
皇
、長
州
征
伐
休
戦
の
勅
命
を
下
す
。

12・5 

徳
川
慶
喜
が
15
代
将
軍
に
宣
下
。

12・15 

孝
明
天
皇
、崩
御
。

慶
応
３
年〔
一
八
六
七
〕

1・9 

明
治
天
皇
、即
位
。

4・14 

高
杉
晋
作
病
死
。

10・14 

徳
川
慶
喜
が
朝
廷
に
大
政
奉
還
を
上
奏
す
る
。

12・9 

朝
廷
、王
政
復
古
令
を
発
す
る
。

12・25 

庄
内
藩
兵
、江
戸
の
薩
摩
藩
邸
を
焼
討
ち
。

明
治
元
年〔
一
八
六
八
〕

1・3 

京
の
羽
鳥
と
伏
見
で
旧
幕
府
軍
と
新
政
府
軍
が
交
戦
し
、

旧
幕
府
軍
が
敗
退
。（
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
）

1・6 

徳
川
慶
喜
が
大
坂
か
ら
、軍
艦『
開
陽
』で
江
戸
へ
逃
走
。

1・7 

新
政
府
、徳
川
慶
喜
ら
の
追
討
令
を
発
す
。

3・13 

勝
海
舟
と
西
郷
隆
盛
が
江
戸
で
会
談
し
、江
戸
開
城
に
合
意
。

3・14 

五
箇
条
の
御
誓
文
が
発
せ
ら
れ
る
。

5・3 

仙
台
藩
な
ど
奥
羽
25
藩
に
よ
る
奥
羽
列
藩
同
盟
が
締
結
。

 

つ
い
で
会
津・庄
内・長
岡
な
ど
６
藩
も
加
盟
。

5・15 

新
政
府
軍
、江
戸
の
上
野
山
に
籠
る
彰
義
隊
を
破
る
。

8・19 

榎
本
武
揚
、旧
幕
府
海
軍
の
軍
艦
８
隻
を
率
い
江
戸
湾
か
ら
脱
出
。

8・23 

新
政
府
軍
、会
津
藩
を
攻
撃
開
始
。９
月
22
日
、鶴
ヶ
城
、開
城
。

10・21 

榎
本
武
揚
率
い
る
旧
幕
府
軍
、箱
館
に
上
陸
。翌
日
、五
稜
郭
を
占
領
。

12・15 

旧
幕
府
軍
、箱
館
政
権
を
樹
立
し
榎
本
武
揚
が
総
裁
と
な
る
。

明
治
２
年〔
一
八
六
九
〕

５・11 

新
政
府
軍
、箱
館
お
よ
び
五
稜
郭
を
攻
撃
。18
日
に
五
稜
郭
が
開
城
。

明
治
９
年〔
一
八
七
六
〕

10・28 

不
平
藩
士
が
萩
で
蜂
起
。（
萩
の
乱
）

12・3 

萩
の
乱
の
首
謀
者
と
し
て
松
下
村
塾
門
下
生
の
前
原
一
誠
が
斬
首
さ
れ
る
。

明
治
18
年〔
一
八
八
五
〕

12・22 

伊
藤
博
文
、初
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
。

明
治
22
年〔
一
八
八
九
〕

12・24 

山
県
有
朋
、第
３
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
。

明
治
40
年〔
一
九
〇
七
〕

10・4 

松
下
村
塾
域
内
に
松
陰
神
社
創
建
。

花燃ゆ 歴史を訪ねて

楫取素彦と美和子の墓（大楽寺）

毛利氏庭園内の毛利博物館  毛利家本邸の建物を使用。
毛利氏庭園内の毛利邸
屋久杉の一枚板の板戸、ドイツ製の窓ガラスなど、壮
麗な邸宅。国の重要文化財。

山口県防府市

　
明
治
十
七
年（
一
八
八
四
）、楫
取
素
彦
は
群

馬
県
令
を
辞
職
し
た
後
、元
老
院
議
官
に
任
じ

ら
れ
東
京
に
移
り
住
ん
だ
。同
二
十
年
に
は
勲

功
に
よ
り
男
爵
が
授
け
ら
れ
、同
二
十
三
年
に

は
貴
族
院
議
員
に
え
ら
ば
れ
、栄
達
の
道
を
歩

ん
だ
。公
職
を
歴
任
し
た
楫
取
素
彦
は
、六
十

五
歳
の
同
二
十
六
年
、山
口
県
防
府
市
に
移
り

住
ん
だ
。美
和
子（
文
）は
五
十
一
歳
だ
っ
た
。

　
楫
取
が
ま
だ
若
か
っ
た
こ
ろ
、防
府
の
三
田

尻
に
あ
っ
た
長
府
藩
の
藩
校
・
明
倫
館
の
付
属

学
校
で
あ
る
越
氏
塾
に
、四
書
五
経
を
教
え
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、こ
の
風
光
明
媚
な
土
地

で
晩
年
を
過
ご
し
た
い
と
考
え
た
の
か
も
し

れ
な
い
。防
府
の
楫
取
邸
は
敷
地
が
五
百
坪
の

大
邸
宅
で
、近
郊
の
名
士
た
ち
と
交
流
し
た
記

録
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
明
治
三
十
年
九
月
に
、防
府
で
の
隠
居
生
活

が
中
断
す
る
。楫
取
夫
妻
は
、人
徳
の
高
さ
か

ら
、明
治
天
皇
の
第
十
皇
女
貞
宮
多
喜
子
内
親

王
の
ご
養
育
主
任
を
任
さ
れ
た
。と
こ
ろ
が
貞

宮
は
明
治
三
十
二
年
一
月
に
夭
逝
し
て
し
ま

う
。楫
取
は
天
皇
か
ら
譲
り
受
け
た
貞
宮
の
遺

品
を
防
府
に
持
ち
帰
り
、防
府
天
満
宮
に
奉
納

し
た
。さ
ら
に
同
社
境
内
に
貞
宮
の
遥
拝
所
を

建
立
し
、手
厚
く
葬
っ
た
。

　
楫
取
素
彦
は
大
正
元
年（
一
九
一
二
）八
十
四

歳
で
、美
和
子
は
大
正
十
年
に
七
十
九
歳
で
亡

く
な
っ
た
。激
動
の
時
代
を
生
き
抜
い
た
日
本

人
の
気
骨
が
感
じ
ら
れ
る
人
生
と
い
え
よ
う
。

楫
取
素
彦
・
美
和
子
が
晩
年
に
過
ご
す

HOFU

G
U
N
M
A

さ
だ
の
み
や
た
き
こ

え
っ
し

下関

萩

下関

萩

山口県

防府市防府市

毛利氏庭園  庭園の面積は約８万4000㎡と広大で、四季折々の変化を楽しめる。国の名勝。

楫
取
素
彦
ゆ
か
り
の
地
・
防
府

英雲荘
長州藩の公館として使われた建物。萩から防府に通じる
街道・萩往還の終点。文が世話役を務めた毛利元昭もこ
の屋敷に住んでいたことがあり、楫取家の居宅とすぐ近く
で、主従関係を離れて懇意にしていたという。国の史跡。

楫取素彦と前橋楫取素彦と群馬
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楫取夫妻、毛利家の墓所がある大楽寺の山門
墓所には早世の女優・夏目雅子の墓がある。

防府天満宮（日本三大天神の一つ）の楼門

防府天満宮にある野村望東尼の像と歌碑
晋作の辞世の句「おもしろき 事もなき世に おもしろく」の
下の句「すみなすものは 心なりけり」を詠んだ。

楫取夫妻のブロンズ像
防府天満宮の境内に建立された楫取夫妻
のブロンズ像。

防府天満宮の大専坊跡
弘治3年(1557)毛利元就は大専坊を本拠とし大内義長
を追放して防長二国を掌握した。

三田尻御舟倉跡
長州藩の海上交通の要衝。元治元年
（1864）には下関で決起した高杉晋作が
ここで軍艦を奪った。

防府駅

防府市まちの駅うめてらす

ほうふ昭和館

JR山陽本線

防府警察署

桑山招魂場碑
桑山公園

野村望東尼の墓

防
府
市
役
所

種田山頭火
生家跡

貞宮遥拝所 毛利氏庭園

千年大祭記念碑

暁天楼

大楽寺 英雲荘 三田尻御舟倉跡

 萩往還
（国史跡指定箇所）

楫取素彦・
美和子の墓

防府天満宮

防府高校

ほうふ花燃ゆ大河ドラマ館

「花燃ゆ」 歴史を訪ねて防 府

荻
往
還

JR防府駅周辺には数多くの文化財がまとまっており、「西の奈

良」とも呼ばれます。古来より港町、門前町として発展しました。

の む ら ぼ うとうに

萩往還の国史跡指定箇所
萩往還は萩と三田尻（防府）を結ぶ全長53㎞の街道。

山口県防府市HOFU
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包装室

液処理室

調合室

工場内の廊下

充填室

成型室

株式会社日本キャンパック様は、コーヒーをはじ
め、果汁飲料、お茶など各種飲料の調合から充
填、包装、物流までを一貫して行う国内トップク
ラスの受託充填企業（コントラクトパッカー）で
す。創業以来、最新鋭の機器を積極的に導入し、
缶やペットボトルなど、さまざまな素材の容器・
サイズに対応できるよう生産ラインを拡充。大
手飲料品メーカー様のスペックに合わせ、高品
質な製品を製造しています。風味・色合い、成分

などといった品質管理ならびに衛生面の管理を徹底し、高い評価を得ています。また、グループ企業との連携
を強化し、大消費地である首都圏に近い群馬県に工場拠点を持ち、シェアを拡大している優良企業です。

㈱ヤマトは、生産ライン工場のユーティリティ配管設備工事を10年以上にわた
り手がけさせていただき、大変お世話になっております。平成27年4月から稼働
している、AP5ライン建設工事を施工しました。 新設工場を写真で紹介します。

株
式
会
社

日
本
キ
ャ
ン
パ
ッ
ク

国
内
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
パ
ッ
カ
ー
と
し
て
、業
界
を
リ
ー
ド
　

様

納入事例
紹介

高品質・高能率・低コストでシェア拡大

工場の外観

（株）日本キャンパック様の配管設備工事では、
ヤマトの配管加工工場でプレハブ化、ユニット化した
設備を納品しています

建設生産の生産性向上を目的として
ヤマトサポートセンター開設
今年10月より稼働予定

第1工場 第2工場

第3工場　朝倉工場

朝倉工場内部 加工製品例（ポンプユニット）

建設現場の工業化を進めるため、21
年前の1994年に加工センター（第1
工場）を建設。当時は現場労働力不足
の解消、作業環境の改善、施工品質の
向上を目標にスタートしました。
その後、配管加工に加えて、ポンプユ
ニットやろ過ユニット等のプレハブ化
のニーズが増えて工場稼働率が飛躍
的に向上するとともに、配管設備の高
品質化ニーズにより、鉄管に比べてさ
びにくいステンレス管の加工量も
年々増加しています。

また、更なる設備工事の工業化を進
めるため、2008年には第2工場を、
2013年には第3工場（朝倉工場）を建
設し、朝倉工場は今年2015年に増築
工事を行いました。自動加工できる
装置により、短時間で高品質の配管
加工を可能にするとともに、部材のモ
ジュール化を進め、量産化によるコス
ト削減を行っています。

朝倉工場の増築工事に伴い、同じ敷地内にヤマトサポートセ
ンターを開設しました。3次元で等身大の施工イメージを疑似
体験できるバーチャルルームや空調・照明・衛生・建材…複数
のメーカーの商品が体験できる展示ルームを備えています。
ヤマトサポートセンターは、内装や配管に至るまで詳細なイ
メージを実際に体験していただき、お客様の意志決定を早め、
建設生産性の向上につなげることを目的としています。

メーカー様  展示ルーム （画面はCGです）

マルチモニターを設置したバーチャルルーム
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